
I．ま え が き

　“「現在は過去を解く鍵」とよく言われる。しか
し，地球上の気候に関する限り，「現在」はあま
りにも原因不明・未解決な現象が多いので，「過
去が現在を解く鍵」になっている場合が多い。”
これは 20世紀の初頭，古気候研究の出発点に
立ったイギリスのブルックス（C. E. P. Brooks）
の名言である（Brooks, 1926, 1949）。
　最終氷期は約 10,000年 BPに終わり，気候は
温暖になり，気候最良期（Climatic optimum）

またはヒプシサーマル（Hypsithermal Period）
と呼ばれる温暖期が 6,000年 BPから 4,500年
BPまで現れた（Lamb, 1982a, b）。5,000年 BP

はヨーロッパや東アジアを含む世界のほとんどの
地域で 1～ 3℃現在より温暖であったとされてい
る。中緯度は温暖な気候で，北半球では熱帯収束
帯（Intertropical Convergence Zone, ITCZ）や，
その高緯度側の亜熱帯高圧帯（Subtropical Anti-

cyclonic Zone）は北上していたと推定される。
ヒプシサーマルの時代には中緯度の山岳氷河はほ
とんど消え，北極海の氷や南極大陸の氷床は縮小
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した。その後，先史時代から歴史時代に向かって
次第に寒冷化した。氷河は前進し始め，極地方の
氷も増加した。
　気候変動の議論では，歴史時代がいつからなの
か，時代区分は必ずしも明確ではない。後で述べ
るように，「人間が書いた気候記録がある時代」
を歴史時代とするが，その始まりはエジプト・中
国などでは早く，日本はかなり遅れている。した
がって，世界規模でいつときめることはむずかし
く，“歴史時代”の始まりの絶対年代はかなり曖
昧である。
　本稿では，第 1部として，最近の研究方法（古
気候復元方法）を展望した。第 2部として，モ
ンスーンアジアを中心とした 4～ 10世紀の温暖
期“Little hypsithermal（warm）period”の実
態を述べた。第 3部には，これまで研究がすす
んでいない 6～ 10世紀を中心とした時代の気候
と人間活動のかかわりを日本の例で述べる。

II．歴史時代の気候を推定する方法

　1）古気候の推定・表現方法
　古気候推定の方法や問題点に関しては，約 30

年前にアメリカの国立科学アカデミーがまとめた
（National Academy of Sciences, 1975）。地質時
代・考古時代・歴史時代の時間スケール，古環境
や古気候の代表的な現象・資料などを総括し，歴
史時代については特に古日記・古記録がもっとも
大切なことを指摘した。それについては日本でも
紹介され（浅井, 1975 ; 吉野, 1994, 1995），また，
書かれた資料・記録によって有意な復元結果をえ
られるのは，最近の数百年の気候変動についてで
あるが，表 1のように世界各地で資料があるの
で今後の発展が期待された（Ingram et al., 1978, 

1981）。
　古い時代の記録は少ないことのほかに，その観
測精度が高くない懸念があることが指摘されてい
る。これに対する一つの検証として，隋の時代の
601年 11月 18日（グレゴリー暦）の正午，中
国の 17地点で同時に天気を観測した記録がある。
天気は，陰雪・陰晦・雲霧・沈陰・陰雨の表現で
記述された。その分布を現代の天気図で翻訳する

と，冬の高気圧が中心はバイカル湖付近にあり，
華北では北ないし北東の風が吹き，前線がある気
圧配置が推定され，隋時代の観測の精度はかなり
高かったことがわかった（吉田・田中, 1973）。
　気候学者ばかりでなく，歴史学者も関心を示
し，最近の 1,000年の気候復元が試みられた（Le 

Roy Ladurie, 1971, 1972）。中国は表 1に示すよ
うに文字文化が早くから始まったので，古記録が
豊富である。後述するが，4,000年の記録がある。
記録地点の密度，記録の内容も詳しく，最近の
200～ 300年になると観測時代と同じくらいの
基準になっている。例えば，清朝の乾隆元年
（1736年）から宣統 3年（1911年）まで毎日の雨・
雪などの天気記録が全国規模で集められた。積雪
深や，「降雨後に雨水が土壌層どの深さまで達し
たか」の深さの記録が報告された（Zhang and 

Gong, 1980）。乾隆 3年（1738年）の正月 14日（3

月 4日）の順天府など 27地点における積雪深の
オリジナルの記録の例（龔ほか, 1983 ; Wang and 

Zhang, 1992）を図 1に示す。ただし，原本では
余白が広いので，印刷の都合上，部分的につめて
ある。この資料を使って中国東部における「ある
日の積雪深の分布」や，「ある期間における積雪
域の南下（降雪の天気域推移）」などが復元され
ている。

表 1 地域別にみた古気候復元に利用できる最古
の文字記録（Ingram et al., 1978 ）．

Table 1 Earliest dates from which written evi-
dence of climatic phenomena survives in 
selected areas（Ingram et al., 1978）．

Areas
Earliest written evidence
（approximate dates）

Egypt 3000 BC

China 2500 BC

Southern Europe 500 BC

Northern Europe 0

Japan AD 500

Iceland AD 1000

North America AD 1500

South America AD 1550

Australia AD 1800
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　次に湿潤・乾燥の状態を数値化して表現する方
法を紹介しておく。歴史時代の進展にともない資
料数が増加するので，「ある期間ごと」，または，
「ある地域ごと」に比を求めて，気候変動の期間
（世紀，時代）による差，地域による差をより詳
しく把握し表現しようとするものである。
　例えば，雨量強度（R）は次式で求める。すな
わち，
　

　R＝［W /（W＋D）］×100％ （1）
　
ここで，Wは毎世紀ごとの水害（暴風害を含む）
年数，Dは毎世紀ごとの干害（乾燥による災害）
の年数である。ただし，世紀ごとに区切った統計
が，気候学的に意味があるとは必ずしも限らな
い。“ある期間”ごとに区切って，湿潤期と乾燥
期の差が大きくでるように，経験的に（試行錯誤
的に）求めた統計のほうが，気候変動（気候変化）

図 1　乾隆 3年（1738 年）正月 14日（3 月 4日）の順天府等の雨雪（単位は寸）の記録（Wang and Zhang, 1992）．

Fig. 1　Record of snow and rain（precipitation in inches）at several points in China in 1738（Wang and Zhang, 1992）.
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特性をよりよく明確にする場合がある。この“あ
る期間”とは歴史時代では，数十年，数百年の
オーダーの周期（または段階的変化）である場合
が多い。
　湿潤指数（I）は次式で求める。すなわち，
　
　I＝（F×2）/（F＋D） （2）
　
で求める。ここで，Iは 0と 2の間の値をとる。
Fはある地域のある年の水害記録回数（県の数），
Dはその同じ地域のある年の干ばつ（干害）の回
数（県の数）である。もし，水害と干害の数が同
じならば，I＝ 1となる。
　1例として，表 2に河北省の 5郡における湿潤
指数（I）と，洪水による災害を受けた県数・干
ばつによる被害を受けた県数を，特徴の大きかっ
た 6年について示した（Tang, 1988）。最近の
500年についてはこのような客観的表現が可能な
ほど資料（県数）が豊富である（Zhang et al., 

1988）。しかし，それ以前は，古い時代ほど資料
数が少なくなり，解析がむずかしい。
　式（1），（2）と似た表現ではあるが，降雪率（P）
は次のように表わす。すなわち，
　
　P＝S/（S＋R） （3）
　
ここで，Sは降雪日数，Rは降雨日数である。冬
の寒さの表現としては，Pを 12月・1月・2月
の月ごとに求め，合計する。
　以上は雨・雪など降水に関係した指数である
が，温度（気温）に関しても（暖冬・寒冬・暑夏・
冷夏など），式（1），式（2）と同じ表現で冬の

寒さ，夏の暑さなどの指数化が可能である。
　2）最近 500年間の中国の乾湿分布の研究例
　中国では，1470年から 1977年に至る 510年
間について，全国で 2,200の地方史・地方誌・地
方志の資料から乾湿に関する記録を洗い出し，編
集した（中央気象局気象科学研究院, 1981）。す
なわち，（1）地方志としては通志，府志，県志
など，（2）明実録，清実録，明史，清史など，
（3）部分的には省の民政資料と省気象局の乾湿
調査分析資料，（4）近代の降水量実測資料など
を使った。この作業は，中国気象局気象科学研究
院，北京大学地球物理系，南京大学気象系，中国
科学院地理研究所，湖北省気象局，河北省保定地
区気象局をはじめ，全部で 34に及ぶ研究機関や
調査機関が協力した。結果を 3,600万分の 1の
地図にプロットし，等値線を引き毎年の乾湿の状
態として示した。ここで，乾湿の状態は次の 5階
級に区分した。すなわち，（1）湿，（2）やや湿，
（3）正常，（4）やや乾，（5）乾である。各地点，
各地方ごとに資料の数は異なるが，階級（1）と
（5）はそれぞれ総資料数の約 10％，階級（2）と
（4）は 20～ 30％，階級（3）は 30～ 40％であっ
た。降水量観測値との対応で示せば，5～ 9月降
水量の長年の平均値を Rとし，各年の 5～ 9月
降水量を rとし，標準偏差をσとすれば，
　　階級（1）は　r＞（R＋1.17σ）
　　階級（2）は　（R＋0.33σ）＜r＜（R＋1.17σ）
　　階級（3）は　（R－0.33σ）＜r＜（R＋0.33σ）
　　階級（4）は　（R－1.17σ）＜r＜（R－0.33σ）
　　階級（5）は　r＜（R－1.17σ）
であった。500年にわたる毎年の乾湿分布を 5階
級表示でしかも多色刷りの分布図で示した点が特

表 2　極端な 6年における中国の河北省（5県）の湿潤指数（I）の例（Tang, 1988）．

Table 2 Wetness Index（I）in five prefectures of Hebei Province, China, during six extreme years
（Tang, 1988）.

Year 1602 1613 1668 1640 1682 1672

Number of counties with drought damage 0 0 2 36 6 19

Number of counties with flood damage 35 18 48 0 0 8

Wetness Index（I） 2.00 2.00 1.92 0.00 0.00 0.59
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に重要である。
　また，この作業が国家的プロジェクトとして遂
行された点も特筆に値する。日本はもちろんのこ
と，欧米諸国では国からの研究費補助金の予算措
置はあっても，多数の研究機関・研究者が国家的
協力体制でこの種の気候復元を行った例はない。
これは，文字資料が豊富なこと，それを収集・解
読・集計するいわゆる人海戦術が可能であったこ
となど，中国にして初めて可能な成果であった。
いいかえれば，ここに歴史時代の気候復元の問題
点があり，世界中どこでも同じ精度での復元作業
が可能ではない。
　3）古気候推定の資料
　（a）記録：毎日の天気・気象を記録する正式
の官職の役人による記録。中国では古代にまでさ
かのぼる。記録の期間は長くなるが，記録された
1地点の資料であるから，このような記録が，研
究地域において，多数地点についてあることが望
ましい。
　（b）日記：個人の書いたもの。記述の内容に
個人差がある。詳しい人間生活とのかかわりのあ
る天気・気象状態がわかる。精度はかなり高いこ
とが立証されている。
　（c）旅行記・探検記：中世以降，特に近世では
重要な気候資料である。記録された各地の状態に
時間のずれや粗密があるのが難点であるが，地域
差の記述は後の資料として役立つ。例えば，徐　
霞客・菅江真澄・マルコポーロ・ヘディンなどの
記録は代表的なものである（吉野, 2006, 2007）。
　（d）文芸作品：文学では，例えば「源氏物語」
の「野分け」には，京都を襲った台風の記録が詳
しい。絵画では，例えばスイスではアルプスの多
数氷河のスケッチ台帳があり，比較により小氷期
の氷河の成長がわかる。石彫では，例えばインド
ネシアのボロブドゥールの遺跡から 9世紀ころ
の生態系・気候環境を推測できる（吉野, 2006）。
　（e）火山灰の堆積：火山灰の堆積層の分布範囲
から噴火時の卓越風の風速風向が推定できる。
　（f）鍾乳石の年輪：鍾乳石の成長年輪の測定と
ウラニュームシリーズによる年代測定とを組み合
わせて古気候を推定する。

　（g）サンゴ群体の骨格にみられる年輪：年輪は
水温に支配されるので，太平洋‒インド洋におけ
る過去 300～ 400年間の水温（気候）復元が，
長尺サンゴコアの酸素同位体比記録と Sr/Ca比
温度計を組み合わせて行われている（鈴木・川幡, 

1998）。
　（h）氷床コア：コアを化学分析して，最近 450

年間の古気候復元が1980年代以来進んでいる（三
上, 1991b）。資料さえ入手できれば，今後の発展
が期待できる。
　（i）洞窟内の堆積物：洞窟内の 2次堆積物中に
ある動物化石による気候推定。
　（j）花粉分析：古植生の復元を花粉分析して古
気候を推定する。極めてたくさんの研究成果があ
る。問題点は，ある新しい環境下で新しい植生が
形成されるまでの年代のずれが必ずしも明らかで
ないことである。もし数十年から百年のオーダー
とすると歴史時代のいつの古気候を復元している
かが正確でなくなる。
　（k）樹木の年輪分析：20世紀の初めからたく
さんの研究があり，分析方法も確立され，古気候
復元にもっとも貢献した（吉野, 2007）。専門の
学会もある。

III．歴史時代の気候変動研究の最近の成果

　1）日本とその周辺
　ここでは，日本とその周辺の例をまずとりあ
げ，次節でとりあげる人間活動の背景となる気候
状態を述べたい。
　4世紀初頭は朝鮮半島南部から日本の近畿地方
にかけて干ばつが頻発した。夏の北太平洋高気圧
の張り出しが強かったのであろうと考えられてい
る（山本, 1979）。図 2はポスト・ローマン海進
期の海水面の変化（A）と，山本（1979）が求め
た「三国史記」の冷涼指数の変化（B）と洪水回
数の変化（C）を，紀元 50年ころから 800年こ
ろまで示す。ここで冷涼指数（K）とは，夏の降
雹・降霜など夏の冷涼記録数（f）と干ばつの記
録数（d）から次式で表す。すなわち，

　K＝f /（f＋d） （4）
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で求める。前記の式（3）と類似の表現である。
図 2で曲線が山になっている時代が北太平洋高
気圧が強かった時代と考えられる。紀元後 300

年ころから 600年にかけて海面は上昇し，気温
は高く，洪水回数は少なかった現象が，ほぼ並行
して起こっていた。
　表 3にみられるように 368～ 417年の仁徳天
皇の時代を中心として，干ばつが多く冷夏が少な
かった。これは，上述のように，夏の北太平洋高
気圧が強かったためであろう。なお，図 2も参
考にして，山本は 4世紀を“気候の小最良期”の
極に近い時代としているが，後述するように 

8～ 9世紀を中心としてさらに顕著な高温な時代
があったので，4世紀は“気候の小最良期”の“初
期の一つの極（山）”とみたほうが適当であろう。
なお，倭の五王の中国への遣使年次を調べると，

4世紀，仁徳在位 43年間の 5世紀中ころまで，
遣使の回数が多かった（山本, 1979）。
　この 4～ 5世紀を中心とする時代は今後さら
に詳しい資料でよく検討する必要がある。すなわ
ち，吉野（1983）は中国の復元結果（竺, 1973 ; 

Zhu, 1973）と，日本の尾瀬の資料から復元した
結果（Sakaguchi, 1982）によって 300～ 700年
の時代を寒冷期とした。安田（1988）はこれら
を参照して日本の古代国家形成の契機を考察し
た。しかし，山本（1979, 1980）の研究の結果を
再検討すると，少なくも西日本・中央日本では 4

世紀から 5世紀にかけた時代は温暖であったと
考えるのがよいのではないかと思う。もともと，
竺が 4～ 5世紀を低温としたのはグリーンラン
ドの氷床のアイスコアから復元した結果を参照し
たものであり，半球規模でみた地域的代表性は未
検討であった。温暖化の程度が小さかったので，
インド洋（Warren, 1987）や，韓国における例 

（金, 1992）などを含めて地域差を考察する必要
がある。
　山地の雪田土壌中にみられる埋没泥炭層の分布
から中世の温暖期における雪渓の縮小が明らかに
された（大丸ほか, 1997）。奥羽山地北部の雪田
で，現在では消雪時期が遅すぎて泥炭土が形成不
可能な場所に，埋没泥炭層が認められる。これは
過去において，夏の残雪が縮小して“密な草原”

図 2 古代気候の変化（山本, 1979）．（A）フェア
ブリッジ（Fairbridge, 1961）の海水面変動．
（B）三国史記の冷涼記録数からもとめた
冷涼指数，（C）三国史記の洪水記録数．

Fig. 2 Climatic change from the 1st to 8th cen-
turies（Yamamoto, 1979）.（A）Sea level 
change by Fairbridge（1961）,（B）Cool 
summer index counted from the record of 
Sangokushiki, and（C）Flood frequency in 
Sangokushiki.

表 3 三つの 50年間における干ばつ・冷夏・洪水
の回数：（A）仁徳天皇期の前の 50年，（B）
仁徳天皇即位期を中心とした 50年，（C）仁
徳天皇期の後の 50年（山本, 1979）．

Table 3 Numbers of droughts, cool summers and 
floods during the three 50-year periods :（A）
before the Emperor Nintoku period,（B）
the period centered on the Era of Emperor 
Nintoku, and（C）after the Emperor  
Nintoku period（Yamamoto, 1979）.

Period Drought Cool summer Flood

（A）AD 318‒367 1 2 2

（B）AD 368‒417 10 1 0

（C）AD 418‒467 4 6 2

Numbers（frequencies）were counted from the old 
document “Sangoku-shiki”.
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が雪田の内側に拡大し雪田内の土砂の移動が少な
くなったために形成されたと考えられる。この縮
小は 9世紀以降に始まり，915年ころまでは続き，
中世の温暖期（気候小最良期）の日本における好
例である。世界各地で報告されている現象例
（Hughes and Diaz, 1994）に，さらに 一つの事
実を加えた。
　京都内外におけるサクラの満開のころ，天皇ま
たは将軍が花見の宴を催した。その日付の長年の
記録は多数残っている。これらの資料は田口
（1939a）によってまとめられ，解析された（田口, 

1939b, c ; Yamamoto, 1952）。その結果は国内ば
かりでなく，外国の研究者にも注目され利用され
ている（荒川, 1955a, b ; Yoshino, 2003）。すなわ
ち，9世紀と 10世紀の春は暖かく早くきた。特
に 9世紀の暖かさは，まとめられた 9～ 19世紀
中の記録の中では，もっとも顕著であった。11

世紀から 14世紀は比較的低温で春は遅くきた。
特に 12世紀はかなり低温であった。
　このほか，日本の歴史時代の気候変動について
は樹木の年輪，諏訪湖の御神渡り，降雪日数など
の研究が 20世紀後半に進んだ（吉野, 2007）。こ
の中では諏訪湖の御神渡りの資料整理（荒川, 

1954a; Arakawa, 1954 ; 藤原, 1949 ; Fujiwahra, 

1954 ; 藤原・荒川, 1954）は大きな貢献をした。
これらの作業や結果の解析が 20世紀後半におけ
る研究の第 1期を形成した。その総まとめが，荒
川（1954b, 1955c, 1971）と山本（1976）の研究
成果である。
　古日記・古記録による気候の復元は，日本では
1970 年代の成果（Maejima and Koike, 1976）
から 1980年代になって急速に多くなった。谷治・
三澤（1981），Maejima and Tagami（1983），三
上（1983a, b），水越（1983, 1989），前島（1984），
吉村（1984），深石（1985, 1986a, b）などが成果で
あった。幕末期・小氷河期・天保の飢饉の時代に
ついての解析が主体で，日本とその周辺の地域が
対象であった。解析・研究の第 2期と言えよう。
なお，1980年代初期までの研究の展望は吉野
（1983）にある。
　復元した古気候資料のデータセット構築は重要

な課題である。吉村（1993, 1994），三上（1991a, 

b, 1993），水越（1989, 1993）が編年のデータセッ
トを完成した。この契機の一つは文部省や企業に
よる科学研究費補助（吉村, 1988）であった。さ
らに最近になって，水越（2004, 2006）は古日記
などから，15世紀と 16世紀における日本の毎日
の天候記録を整理し，刊行した。15世紀につい
ては 748ページ，16世紀については 669ページ
の資料集で気候学・歴史学などの広い分野で利用
されている。また，上記の吉村のグループは毎日
の天気分布から毎日の気圧配置を推定し，天気変
化の周期の解析，悪天・好天などの発生頻度の変
化が，例えば，西南日本・中央日本・東北日本で
どのように違っていたか，現在との比較が可能で
ある。また，毎日の記録であるから，歴史的事件
の背景・コメの価格変動の地域差など，政治史・
経済史に関する研究，歴史学・民俗学などの研究
の基礎資料を提供できる段階に至った。したがっ
て，1990年代から 2000年代は解析・研究の第 3

期とされよう。日本のこの第 3期が，上述した
中国の国家的な総力体制によるプロジェクトとし
てではなく，個人または小さな研究グループの努
力で個々に遂行されたことは特筆しておかねばな
らない。換言すれば，日本としては，今後どのよ
うな研究体制で第 4期に発展させるかが課題で
ある。
　さらに繰り返して述べるが，最近の 400～ 500

年については古記録・古日記による復元は有力な
手段であり成果がえられつつあるが，古代の気候
復元とその結果にもとづく研究はまだ充分でな
い。
　2）中国
　過去 5,000年の気候の変動がかつてまとめられ
た（Zhu, 1973 ; 竺, 1973）。この研究は 1960年
代にまとめられたものであるが，中国とその周辺
地域の古気候研究結果の総決算であり，今日でも
研究者にはバイブル的論文である。すでに日本語
にも訳され，充分に紹介されている。その後，こ
の論文の内容について再考・再検討が行われてい
る（牟, 1996）。その中で興味あるのは，アジア
象の分布範囲が 4世紀には北上して揚子江流域
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に及んだことである。一つの例は 537年 8月野
象（約数百頭の巨象の群）が現在の安徽（アンホ
イ）省に現れた。この報告を受けた東魏の政府は
年号を“元象”と改めた。その他の記録をまとめ
ると，5世紀後半から 6世紀中ごろまでの約 100

年間に 7回出現した。毎回，象の群れは平均し
て約 35頭である。このような象の出現は 10世
紀後半に 5回の記録があるが，その後なくなる。
今後の問題は，さらに詳しい資料の収集・解析
で，出現したのが揚子江流域の上・中流域か，下
流域か，分布北限の時代的変遷を研究しなければ
ならない（牟, 1996）。ここでは，現在解明され
ている限りでも，後述する東アジアの温暖な時期
に象出現域は北上していることを指摘するに止め
たい。
　過去 2,000年の乾湿についての予察的集計結果
は表 4のとおりである（Ho, 1980）。世紀ごとに
干ばつと洪水の比で示した。4，6，7世紀が干ば

つ，12，14世紀以降湿潤な世紀が多い。今後さ
らに詳しい解析が期待される。
　ごく最近，過去 4,000年（書名は 3,000年だが
内容はほぼ 4,000年）にわたる気候資料が刊行さ
れた（張, 2004）。原典の文字資料は乾湿のほか，
風・日照・気温・雷・砂塵嵐・霧などあらゆる気
象要素についての記録である。竹書（竹簡）によ
ると，紀元前 21世紀，紀元前 19世紀は日照不
足で夏に氷結した。紀元前 16世紀には干ばつが
7年連続し，その内の 5年は凶作で収穫皆無（呂
氏春秋・順民篇）であったなどの情報がえられて
いる。
　この資料でも時代が進むにつれて記録が多くな
るのはもちろんである。最初のほうは年ごとにま
とめられているが，各年の月別の記録がでてくる
のは紀元前 48年ころからである。初めは 1年の
内の 3～ 4ヶ月，紀元後 2世紀で 4ヶ月くらい
の記録密度となる。3世紀末で 5～ 6ヶ月，5世

表 4　世紀ごとにみた干ばつと洪水の比（Ho, 1980）．

Table 4　Ratio of droughts to floods by centuries（Ho, 1980）.

Period（AD） Ratio in China Ratio in Europe Remarks＊

0‒99 5.2 0.5 dry in China

100‒199 1.2 0.0

200‒299 0.9 0.2

300‒399 4.9 0.5 dry in China

400‒499 1.3 0.2

500‒599 4.1 0.2 dry in China

600‒699 2.2 0.6 dry in China

700‒799 1.0 1.0

800‒899 2.3 0.3

900‒999 1.6 0.6

1000‒1099 1.5 0.3

1100‒1199 1.3 0.4 wet

1200‒1299 2.3 0.3

1300‒1399 1.0 0.4 wet

1400‒1499 2.8 0.5 dry in China

1500‒1599 2.2 0.8

1600‒1699 1.0 0.9 wet

1700‒1799 0.3 1.2 wet

1800‒1899 0.6 ― wet

＊ Definition of “dry in China” and “wet” is not clear in the original 
article.
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紀になって 6～ 7ヶ月である。つまり，5世紀こ
ろから，年間の季節変化（季節ごとの長期変動）
がおぼろげながらではあるが，推定できるように
なる。13世紀後半になると，各月の変化（異常）
特性がわかる。しかも，各月に複数の情報があ
り，精度が高くなる。13世紀末から 14世紀初頭
には各年ほぼ 1ページの分量の記録が記載され
ている。
　明代になり，記述は地域（省・市）別になる。
例えば，1643年（明思宗崇禎 16年）には 22の 

省・市について合計 39ページの詳しい記録があ
る。1644年（清世祖順治元年），3月 9日に山東
省，3月 20～ 22日には北京，河北省の 7県，
その他で，かなり強い砂塵嵐があったことを知
る。
　この膨大な資料の解析・分析・研究はこれから
である。定量的な処理にもとづく研究成果が期待
される。現在のところ，300年から 1900年まで
の気候の長期変動を明らかにするのは図 3（Wang 

and Zhang, 1992）である。もっとも顕著なのは
600～ 1000年ころ，冬の気温は高く，ダストス

トームの頻度は少なく，雪日数も少ない事実であ
る。

IV．日本の古代国家とその気候環境

　1）大和政権の確立と気候条件
　奈良盆地における弥生式文化の時代は宮滝遺跡
などから考えて，水稲栽培を中心とする食物生産
経済でなく，それ以前の生活形態，すなわち，採
取生活を営んでいたとされる（小島, 1965）。弥
生初期の農耕は農具の関係で湿潤な場所を求めた
が，農耕技術の進展とともに湿潤でない比較的乾
燥した台地にも展開した。表 3と表 4に示した
ように，4世紀は一つの温暖な気候の期間で，干
ばつがやや多かった。このような気候推移は，大
和政権の確立のための農業基盤にはプラスの作用
として働いたと思われる。弥生前期・中期より後
期に農耕具が進歩したのは居住地域が平坦地から
傾斜面にも拡がったためと言われているが，斜面
居住を可能にしたのは豪雨による斜面崩壊などの
災害，あるいは，傾斜地の耕地における干害など
を安定化する（換言すれば，異常な被害発生を少

図 3 冬の雷回数（実線），砂塵回数（点線）（Wang and Zhang, 1992），推定
気温（Zhu, 1973）． 

Fig. 3 Frequency of winter thunder storm（solid line）, dust storm（dotted line）
（Wang and Zhang, 1992）and reconstructed temperature（Zhu, 1973）.
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なくする）対策樹立に，この時代の気候条件はプ
ラスの効果をもたらしたと考えてよかろう。
　大和政権が奈良盆地周辺の各地に拠点をおく豪
族を従えて古代国家を成立させた時の豪族の分布
は，地形条件や水運に関する地理的条件の優位性
を示すと指摘されている（小島, 1965）。しかし，
気候の局地的条件の差はこれまで考察されていな
い（八木, 2000）。筆者は，全般的によい気候で
あったため，豪族の居住にたいして制限となるよ
うな厳しい局地気候条件はなく，考慮にいれる必
要がなかったのだと推定している。
　2）平城京その他
　平城京は農民が主体的にまた集中的に住んで成
立した都市でもなく，商業を土台として成立した
都市でもなかった。いわば政治的に天皇・貴族・
庶民が集中して居住した地区であり，7～ 8世紀
の政治体制が生みだした現象とみられている（鬼
頭, 1992）。ここで問題としたいのは，その生み
だす過程に対する気候条件のかかわりである。従
来の古代史・都市計画史・建築史などの研究で
は，政治体制そのもの，あるいは計画・建設され
た結果についての解明に焦点があてられ，その過
程に対する諸条件がほとんど考察されていなかっ
た。風水思想，あるいは水・盆地周縁の山などの
局地的な自然条件が配慮されたなどの指摘しかな
かった。
　8～ 9世紀の都城，城柵，集落，寺院などの遺
跡からは文字資料が大量に出土することが多い。
これらの資料は律令にもとづく政治が行われてい
たことを示す。律令政府は国家行事を記録してい
た。例えば，国家祭祀を司る神祇については，そ
の組織と構成メンバーの職務内容が定められてい
た。長官である神祇伯は祭祀を掌り，次官である
大副や少副の職務は伯と同じとされていた。中務
省に属する陰陽寮についても組織や職務が記され
ており，天文・暦数・風雲気色（けしき, 天気の
ことであろう）に関すること，地の相を占うこと
が記されている。しかし，具体的にどのような気
象観測・記録・天気予報・季節予報が行われてい
たか，わかっていない。
　現段階で言えることは，大和朝廷，律令政治国

家の確立が気候温暖化の時代であり，その凋落が
寒冷化に向かう時代であった事実である。ある政
治体制の確立にはより安定したよい気候条件がプ
ラスに働く好例である。
　律令体制の衰退期には災害が頻発した（鳥取県, 

1972）。異常気象の発生は政治体制と関係ない。
それがどの程度の災害になり社会を疲弊させる
か，あるいは逆に社会が脆弱になっているために
災害が深刻になるかの二つの場合が考えられる。
それを分析しなければならない。
　日本では，気象観測記録の最初は「日本書紀」
の「皇極記」にみられ，毎月の特異な気象の記録
がある（吉野, 2007）。「古事記」にも記載はある
が，いずれも断片的である。4～ 5世紀はもちろ
ん 6～ 8世紀についても連続した記録がない点
が残念である。今後何らかの方法で，古代の連続
した気候状態を復元することが望まれる（吉野, 

1994, 1995）。鈴木（2000）は 4～ 5世紀ころの
気候変動の異常に注目しており，地域により差が
あることを指摘しているが，その理由には言及し
ていない。
　3）出雲の国
　奈良時代から平安時代にかけて出雲国造家が新
しく就任する度に，大和朝廷に「出雲国造神賀詞
（かんよごと）の奏上が義務付けられていた。出
雲が宗教的権威をもつので，出雲が大和朝廷に服
属している証をとった。また，出雲大社が伊勢神
宮とは対照的に特異な存在で，“縁結びの神”と
した。この政策は国造りのために神話体系をつく
りあげる必要があったと言われる（高見, 1988）。
もちろん古代の出雲と朝鮮文化の密接な関係（全，
1994）がすでに確立していたことも抜きにして
は考えられない。
　しかし，ここで指摘しておきたいのは，この 3

地域の気候的背景である。日本の気候地域区分
（Yoshino, 1980）によれば，これまで発表されて
いるどの区分によっても，奈良・京都は瀬戸内式
気候地域の東端で近畿内陸気候地域に属する。一
方，出雲は典型的な日本海側気候地域に属する。
伊勢は太平洋側の気候地域に属する。つまり，互
いの距離は近いにもかかわらず，それぞれまった
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く異なる気候の地域にある。
　これは，洪水・干ばつ・夏の高温・冬の低温・
積雪・台風の影響などがそれぞれ異なることを意
味する。すなわち，気候資源利用からみても，災
害からみても，リスクが分散される。気候条件と
は関係なく，それまでの政治・文化の形成の結果
としてこの 3地域となったのではあるが，日本
の気候地域からみると，古代社会に対するリスク
軽減上，極めて適切な結果であった。換言すれ
ば，この面からみて体制維持のため，出雲は邪魔
な存在というよりは必要な存在であったとみるべ
きであろう。
　4）千葉房総の例
　現在の千葉県房総半島の丘陵部における古墳時
代から平安時代にかけた集落の変遷と当時の気候
状態との関連を考えてみたい（吉野, 2006）。現
在の千葉県内の古代（ここでは奈良・平安時代と
する）の遺跡数は 4,300箇所以上と言われており
発掘調査は約 700箇所である。図 4は 5世紀か
ら 11世紀までの気候変化を上記の多数の研究結
果を，一応，吉野がまとめた変化と，栗田（2001）
が「千葉県の歴史」（千葉県史料研究財団）の中
でまとめた集落遺跡規模の世紀別の変遷を並べて
比較したものである。詳しい遺跡別の変遷はここ
では省略するが，次のような時代的変遷が確認さ
れている。古墳時代前期・中期に集落が展開し後
に規模が減少した。6世紀の中ごろ以降ふたたび
小規模な増加があったが，7世紀後半から 8世紀
中ごろまでは小規模な竪穴住居数であった。しか
し，8世紀後半から 9世紀後半まで，つまり，奈
良・平安時代まで最大規模となり竪穴住居 200

棟，掘立柱建物 80棟を数えた。10世紀には衰退
した。栗田（2001）によれば，台地上にあった
集落が急激に減少し，あるものは消滅した。10

世紀後半から 11世紀前半には「公田官物率法」
を制定するなど，田租を中心とした税の確保に国
司の権限が強化された。このような背景のもとに
大規模な水田開発が積極的に進められ，台地上の
集落は沖積平野に移動したと考えられると言う。
また，9世紀には台地上の集落が過度に増加した
ため，新たな生産基盤が必要になったとも指摘し

ている。さらに 1970年代になって，7～ 9世紀の
遺跡の発掘調査数は急速に増えた（鬼頭, 1985）。
関東地方では，群馬県の例でみると 5世紀後半
に一つの画期があり，水田耕地の開発を背景とし
た住居が検出されるようになる（日本考古学協会, 

1991）。次の画期は 8世紀で丘陵性のところに新
開集落が立地した。
　日本各地の集落規模の変遷と房総の台地上のそ
れは，以上のようにほぼ同じで 8世紀後半から 9

世紀後半までがハイライトの時代であった。そし
て，この時代は，東アジアでは中国の唐がもっと
も繁栄した時代を築き，また，東南アジアでも次
に述べるように，いろいろな民族が活発な活動を
展開した時代である。
　5）東南アジアの歴史との並行性
　東南アジアにおける 6～ 10世紀ころの歴史的
な展開は桜井（1994）による詳しい記述がある。
6～ 7世紀のメコンデルタの遺跡はデルタ北方の
後背地に残された古い砂丘列の上や南シナ海に面
する新しい砂丘列の上にある。6世紀末から 7世
紀にかけて人びとはカンボジァ平原に進出し，海
への出口を獲得した。
　7～ 8世紀，ディエン高原はヒンドゥー教の聖
地となり祠堂が多く建設された。8世紀中ごろ
シュリーヴィジャヤは中国と交易をし，8世紀後
半シャイレーンドラ朝は中国にさかんに朝貢を
送った。また，シャイレーンドラ朝の記念碑ボロ
ブドゥール寺院がつくられた。
　8世紀のコーラート，カンボジァ平原の人たち
も国際都市との交易を求めた。クメールは 9世
紀ふたたび統一の時代にはいり，アンコールがク
メールの勢力範囲の中心であった。しかし，9～
10世紀には国際交易が衰退し，ふたたび復活し
たのは 12世紀であった。
　生態圏の立場からみれば，紀元ころから，10～
11世紀までは，東南アジアは単一の生態圏で
あった（桜井, 1994）。熱帯雨林の中の平原と海，
山と海の結合としての圏が形成されていたとみら
れる。そして，10～ 11世紀から，連続性をもっ
て形成された河川・海峡・海区など，複数の生態
圏の政治的統合が生まれた。10世紀ころからの
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気候悪化の条件下で，人口の増加にともなう新し
い居住環境への進出，交易活動地域の拡大などに
対処するためには，複数の生態圏の政治的統合が
有効であったと思う。いいかえれば，複数の生態
圏が求められたきっかけの一つが，気候の悪化で
あった。
　以上，III章および IV章に述べてきたような
気候変動と人間活動との関係の見方は古代史学・
民族学の分野からも認められたようである（大
林・生田, 1997）。なお，8～ 10世紀の東南アジ
アにおける気候と歴史の関連は別に述べられた
（安田, 1990 ; 吉野, 2006）。また，世界の古代文
明の起源と気候との関係は別に述べた（Yoshino, 

1998, 2005）。

V．ま と め

　歴史時代の気候変動に関する研究の進展を主と
して 20世紀後半について述べた。第 1部では，
古気候を復元・推定する方法をまとめた。文字で
記述された資料の上限（最古）の時代は世界各地
で異なるが，古い日記や記録，歴史資料などに
よって復元が可能である。特に最近の約 500年
については資料が豊富なので，復元した結果を統
計的に処理することが可能である。しかし，作業
量が莫大なので，中国のように国家的事業として
資料整理をし，データセットを完成させることが
必要である。
　次いで，モンスーンアジアを中心として，歴史
時代の気候の変遷を記述した。4世紀は「気候の
小最良期」の初めの一つの山（温暖な時代）で，
その後，4世紀後半から 5世紀初めにいったん低
温な期間が現れた。そして，9～ 10世紀を中心
とした大きな山の「気候の小最良期」となった。
欧米では西ローマ帝国の凋落（476年）からアメ
リカ発見（1492年）までを中世とするので，こ
れを中世の温暖期（Medieval warm period）と
呼び 4～ 5世紀初めの温暖期を含めなかった。
しかし，一連の温暖期なので，4世紀から 10世
紀までを「気候の小最良期」と呼ぶほうがよいと
思われる。その後，いくつかの波をへて 16世紀
後半から 19世紀前半の小氷期になった。

　このレビュー論文では，特に日本の古代国家が
確立した「気候の小最良期」に相当する時代をと
りあげ，大和政権の成立，平城京その他の建設，
気候条件からみた出雲の国の存在，千葉房総にお
ける古墳時代から平安時代にかけた集落の変遷，
東南アジアの歴史展開との並行性などについて検
討した。古代国家の確立をもたらすためには，安
定した農業生産・農村集落・農民生活を支える基
盤が必要で，これには安定した気候条件が重要で
ある。「気候の小最良期」はこの条件に対しプラ
スの作用をもたらしたと考えられることを指摘し
た。
　今後，4～ 10世紀ころの研究をより深く行う
ことが必要である。
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